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は
じ
め
に

　
「
三
穂
風
」【
図
１
】
は
豪
華
な
蒔
絵
の
内
箱
【
図
２
】
に
入
っ
た
木
画
箏
で
、

昭
和
三
十
六
年
五
月
小
田
栄
作
氏
か
ら
「
琴
、
後
水
尾
天
皇
御
銘
美
穂
風
」
一

面
と
し
て
当
館
が
寄
贈
を
う
け
て
い
る
。
箏
本
体
の
磯
に
は
精
緻
に
木
画
が
施

さ
れ
、
龍
角
、
龍
頭
の
要
所
に
は
鼈
甲
が
貼
ら
れ
、
龍
尾
に
は
飛
天
を
象
っ
た

飾
り
金
具
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
外
箱
は
梨
子
地
に
桐
鳳
凰
が
金
銀
で
蒔
絵
さ

れ
、「
三
穂
風
」
の
銘
が
厚
い
銀
金
貝
で
表
さ
れ
る
。
付
属
す
る
由
緒
書
に
後

水
尾
帝
か
ら
賜
っ
た
銘
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
書
か
れ
て
お
り
、
極
め
て
豪
華
な

作
風
を
示
す
と
こ
ろ
か
ら
、
内
部
に
銘
が
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
底
部
の

音
穴
か
ら
除
い
た
と
こ
ろ
、
墨
書
と
思
わ
れ
る
も
の
が
み
い
だ
せ
た
。
平
成
十

五
年
、
東
京
文
化
財
研
究
所
で
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
に
よ
り
内
部
を
簡
易
に
撮
影

し
た
と
こ
ろ
、
不
鮮
明
で
は
あ
る
が
、「
寛
永
十
八
歳
霜
月
吉
日
」、「
徳
岡
讃

岐
守
造
」「
山
名
義
照
」
な
ど
の
銘
文
が
確
認
で
き
た
た
め
、
本
稿
に
お
い
て

概
略
を
紹
介
し
作
品
の
制
作
状
況
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

一
、
作
品
の
現
状

（
１
）
箏
の
現
状

　

木
画
箏　
　

銘　
「
三
穂
風
」
徳
岡
讃
岐
守
作
銘 

一
張

　
　
　
　
　
　

付
鳳
凰
飛
天
蒔
絵
箏
箱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

江
戸
時
代　

寛
永
十
八
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

長　

一
九
〇 

幅　

二
五
・
三
（
各
㎝
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

本
館
藏　

小
田
栄
作
氏
寄
贈（
蔵
品N

o.1981

）

　

桐
材
で
作
ら
れ
た
十
三
弦
の
箏
で
あ
る
。
磯
、
龍
角
、
龍
頭
に
は
紫
檀
が
貼

ら
れ
、
木
画
に
よ
る
装
飾
が
施
さ
れ
る
飾
り
箏
で
あ
る
。（
箏
の
各
部
の
名
称

に
つ
い
て
は
【
図
４
】
を
参
照
）

　

① 

磯　

紫
檀
が
貼
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
流
水
に
桜
、
流
水
に
紅
葉
が
木
地
象

嵌
で
表
さ
れ
る
。

　

② 
龍
頭
【
図
６
】　

龍
額
は
龍
尾
と
同
じ
く
紫
檀
地
に
鳳
凰
が
木
画
に
よ
り

表
さ
れ
、
龍
帯
に
は
帯
状
に
幾
何
文
が
木
画
で
表
さ
れ
、
玉
戸
に
は
鼈

甲
が
貼
ら
れ
る
。
龍
尾
と
同
じ
く
龍
角
に
は
桐
と
笹
の
紋
章
が
、
糸
を

通
す
鵐
目
は
花
形
が
木
画
で
、
龍
頬
に
は
紫
檀
地
に
雲
龍
が
木
画
で
表

木
画
箏
「
三
穂
風
」
と
鳳
凰
飛
天
蒔
絵
箏
箱

土
　
井
　
久 

美 

子
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【図１】箏「三穂風」

【図２】鳳凰飛天蒔絵箏箱

【図３】鳳凰飛天蒔絵箏箱蓋裏
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【図４】箏の各部の名称

機

機

龍尾

龍趾

磯 龍背（裏板）

甲（權）

龍頭

龍手

全　　体

龍　頭

龍　尾

尾裂

龍額

龍帯

柏形

金戸

龍角
鵐目

龍角
鵐目

玉戸

龍帯

龍舌

龍唇

龍手龍頬龍額
龍顙
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【図６】箏「三穂風」の龍頭

【図５】箏「三穂風」の龍尾
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さ
れ
る
。
龍
角
の
上
に
は
水
引
が
貼
ら
れ
る
。
龍
唇
は
紫
檀
に
飛
雁
が

象
嵌
で
、
龍
舌
は
装
飾
の
無
い
黄
楊
材
で
あ
り
、
龍
手
は
紫
檀
に
雲
文

が
象
牙
の
象
嵌
で
表
さ
れ
る
。

　

③ 
龍
尾
【
図
５
】　

龍
額
に
は
龍
頭
同
様
紫
檀
が
貼
ら
れ
、
鳳
凰
が
着
色
し

た
象
牙
や
金
属
な
ど
を
用
い
た
木
象
嵌
い
わ
ゆ
る
木
画
で
表
さ
れ
る
。

柏
形
の
周
囲
は
木
画
で
縁
取
ら
れ
、
内
部
は
黒
檀
に
松
竹
梅
が
貝
や
象

牙
の
象
嵌
で
表
さ
れ
、
中
央
に
金
銀
象
嵌
に
よ
る
飛
天
の
金
物
が
貼
ら

れ
る
。
縁
取
の
外
、
金
戸
に
は
鼈
甲
が
貼
ら
れ
る
。
龍
頭
、
龍
尾
と
も

に
龍
角
に
は
桐
と
笹
の
紋
章
が
、
糸
を
通
す
鵐
目
は
花
形
が
木
画
で
表

さ
れ
る
。
龍
頬
に
は
龍
尾
と
も
に
紫
檀
地
に
雲
龍
が
木
画
で
表
さ
れ
る
。

龍
趾
は
龍
手
と
と
も
に
雲
文
が
象
牙
象
嵌
で
表
さ
れ
る
。
尾
裂
は
状
態

が
悪
い
が
金
襴
が
貼
ら
れ
て
い
る
。

（
２
）
箏
箱
の
現
状

　

外
箱
【
図
２
】
は
単
な
る
直
方
体
で
は
な
く
、
箏
の
反
り
に
あ
わ
せ
て
高
さ

や
幅
を
少
し
違
え
て
作
ら
れ
て
い
る
た
め
側
面
か
ら
見
る
と
天
板
が
曲
線
状
に

カ
ー
ブ
し
て
見
え
る
。
合
口
造
の
箱
で
、
両
側
面
底
部
中
央
に
紐
通
穴
が
各
二

個
穿
つ
飾
り
板
が
貼
ら
れ
、
箱
の
底
に
は
足
が
付
け
ら
れ
る
。

　

総
体
に
は
金
銀
叢
梨
子
地
粉
が
蒔
か
れ
る
。
梨
子
地
粉
の
巻
き
方
は
一
様
で

は
な
く
、
要
所
に
型
紙
が
置
い
て
蒔
か
れ
て
い
た
り
、
所
々
に
切
金
が
散
ら
さ

れ
て
い
る
。
蓋
表
か
ら
側
面
に
か
け
て
は
金
銀
の
高
蒔
絵
で
桐
に
鳳
凰
が
描
か

れ
、
随
所
に
桐
紋
と
七
枚
根
笹
の
紋
章
が
高
蒔
絵
で
散
ら
さ
れ
る（

１
）。
蓋
表
中
央

に
は
大
き
く
「
三
穂
風
」
の
文
字
が
厚
い
銀
平
文
で
表
さ
れ
る
。【
図
７
】
蓋

裏
は
三
本
の
桟
に
よ
っ
て
四
つ
の
区
画
に
区
切
ら
れ
【
図
３
】、
金
梨
地
に
一

羽
の
鳳
凰
と
三
人
の
飛
天
が
金
銀
の
平
蒔
絵
を
用
い
て
表
さ
れ
る
。【
図
10
│

１
〜
４
】
身
の
内
側
に
は
小
花
文
様
の
金
襴
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
箏
は
蒔
絵
箏

箱
に
お
さ
め
ら
れ
、
蒔
絵
箏
箱
は
溜
塗
の
外
箱
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
３
）
付
属
品

　

箏
を
入
れ
て
い
た
錦
の
袋
が
箏
と
は
別
の
溜
塗
の
箱
に
お
さ
め
ら
れ
て
お

り
、
桐
の
外
箱
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
紫
檀
に
象
牙
を
貼
り
、
五
三
の
桐
紋
と

七
枚
根
笹
紋
と
を
象
嵌
し
た
琴
柱
が
同
じ
箱
に
お
さ
め
ら
れ
る
。

　
「
三
穂
御
琴
之
由
緒
」
と
題
す
る
同
一
の
文
面
の
由
緒
書
が
二
通
付
さ
れ
る
。

内
容
は
ま
ず
琴
に
つ
い
て
の
来
歴
が
三
項
に
わ
た
っ
て
書
か
れ
、
目
録
と
し
て

琴
と
付
属
品
な
ど
に
つ
い
て
の
五
項
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

来
歴
と
し
て
は
ま
ず
こ
の
琴
は
東
福
門
院
が
在
世
中
に
京
都
の
細
工
人
に
作

ら
せ
た
も
の
で
、「
三
穂
風
」
と
い
う
銘
が
あ
り
、
こ
の
銘
を
後
水
尾
院
の
勅

筆
を
も
っ
て
か
た
ど
り
銀
で
外
箱
に
記
し
た
こ
と
。
後
藤
彦
右
衛
門
に
よ
る
天

人
を
表
す
飾
り
が
つ
け
ら
れ
、
箏
箱
は
蒔
絵
師
大
柄
甚
助
作
で
あ
る
こ
と
。
さ

ら
に
東
福
門
院
崩
御
の
後
、
一
度
は
市
場
に
で
た
も
の
の
松
平
日
向
守
の
手
に

渡
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
目
録
に
は
吉
野
川
竜
田
川
の
模
様
が
入
木
で
表
さ
れ
、
天
人
の
金
物

が
あ
り
、琴
柱
が
十
四
座
畳
紙
に
包
ま
れ
、唐
織
に
龍
文
の
琴
袋
が
添
え
ら
れ
、

琴
は
箱
の
内
外
は
梨
子
地
で
内
は
天
人
の
高
蒔
絵
が
外
は
鳳
凰
の
高
蒔
絵
の
内

箱
そ
し
て
溜
塗
の
外
箱
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
と
書
か
れ
て
い
る
。

　

由
緒
書
の
目
録
部
分
に
書
か
れ
た
箏
と
付
属
品
に
つ
い
て
の
五
項
目
の
特
色

は
現
状
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
由
緒
や
伝
来
に
つ
い
て
記
す
前
半
部
分
は
箏

の
内
部
に
記
さ
れ
た
墨
書
の
記
述
と
一
致
し
な
い
。
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【図７】鳳凰飛天蒔絵箏箱（部分）

【図８－１】箏（磯の部分）【図８－２】箏（龍尾部分） 【図９－１】蒔絵箏箱
（蓋表部分）

【図９－２】蒔絵箏箱
（蓋表部分）
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【図10－１】蒔絵箏箱（蓋裏部分）

【図10－３】蒔絵箏箱（蓋裏部分）

【図10－２】蒔絵箏箱（蓋裏部分）

【図10－４】蒔絵箏箱（蓋裏部分）
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二
、
箏
の
銘
文
か
ら
わ
か
る
こ
と

　

レ
ン
ズ
を
取
り
付
け
た
可
動
す
る
ア
ー
ム
を
箏
の
底
部
に
あ
る
音
穴
か
ら
内

部
に
入
れ
て
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
結
果
、「
寛
永
十
八
歳
辛
巳
霜
月
吉

日
」、「
禁
中
御
使
人
内
蔵
寮
徳
岡
讃
岐
守
作
□
□
（
花
押
）」、「
山
名
源
朝
臣

義
照
」
の
墨
書
が
確
認
で
き
た
。

　
「
寛
永
十
八
歳
辛
巳
霜
月
吉
日
」、「
禁
中
御
使
人
内
蔵
寮
徳
岡
讃
岐
守
作
□

□
（
花
押
）」、「
山
名
源
朝
臣
義
照
」
の
墨
書
銘
か
ら
箏
の
製
作
時
期
が
寛
永

十
八
年
（
一
六
四
一
）
十
一
月
で
あ
る
こ
と
、
宮
廷
の
内
蔵
寮
徳
岡
讃
岐
守
が

制
作
し
た
こ
と
、
山
名
源
朝
臣
義
照
に
何
ら
か
の
関
わ
り
が
あ
る
可
能
性
が
指

摘
で
き
る
。

（
一
）
山
名
義
照
と
箏

　

墨
書
に
記
さ
れ
る
山
名
義
照
と
は
大
名
並
の
待
遇
で
あ
る
交
代
寄
合
表
御
礼

衆
の
旗
本
山
名
矩
豊
で
、
元
和
五
年（
一
六
一
九
）に
生
ま
れ
、
寛
永
五
年（
一

六
二
八
）
十
歳
の
時
に
父
豊
政
か
ら
家
督
を
譲
ら
れ
、
兵
庫
県
の
村
岡
を
知
行

と
し
た
。

　

山
名
氏
は
清
和
源
氏
を
素
と
す
る
新
田
氏
の
一
門
。
南
北
朝
時
代
に
は
足
利

尊
氏
に
従
い
守
護
大
名
と
し
て
山
陰
地
方
で
勢
力
を
持
ち
、
山
名
宗
全
が
出
た

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
山
名
氏
は
戦
国
時
代
に
は
再
び
但
馬
を
平
定
し
、
豊

臣
秀
吉
、
秀
頼
に
も
使
え
、
関
ヶ
原
の
戦
い
で
家
康
に
つ
き
亀
井
茲
矩
の
軍
に

属
し
た
。
江
戸
時
代
に
な
る
と
山
名
豊
国
は
徳
川
氏
と
同
じ
新
田
一
族
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
旗
本
で
は
あ
る
が
大
名
並
の
処
遇
を
う
け
た

　

江
戸
時
代
寛
政
年
間(

一
七
八
九
〜
一
八
〇
一)

に
幕
府
に
よ
っ
て
編
纂
さ

れ
た
大
名
や
旗
本
の
家
譜
集
で
あ
る
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
巻
第
七
十
一
山
名

氏
の
、
山
名
矩
豊
（
一
六
一
九
〜
一
六
九
八
）
の
項
に
は
矩
豊
が
義
照
を
名
乗

っ
た
こ
と
と
、
こ
の
箏
に
関
わ
る
と
推
測
さ
れ
る
内
容
が
記
さ
れ
る
。

　
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
山
名
矩
豊
の
来
歴
に
は
以
下
の
記
述
が
あ
る
。「
十
九

年
は
じ
め
て
采
地
に
ゆ
く
の
い
と
ま
を
た
ま
ふ
。
後
代
々
例
と
す
。
矩
豊
采
地

に
い
た
ら
ん
と
し
て
京
師
を
す
ぐ
る
の
と
き
、
琴
曲
に
す
ぐ
れ
た
る
よ
し
叡
聞

に
達
し
、
仮
に
主
殿
介
と
称
し
て
参
内
し
、
紫
宸
殿
に
を
い
て
琴
を
弾
ぜ
し
か

ば
、
叡
感
の
あ
ま
り
其
琴
を
三
保
風
と
な
づ
け
ら
れ
、
御
製
を
副
て
た
ま
ふ
。」

と
記
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』に
は
寛
永
十
九
年（
一
六
四
二
）

三
月
、
山
名
矩
豊
（
義
照
）
初
め
て
領
地
で
あ
る
但
馬
国
村
岡
に
入
る
こ
と
を

許
さ
れ
江
戸
を
出
立
し
そ
の
途
中
で
京
都
に
赴
き
、
紫
宸
殿
に
お
い
て
箏
を
奏

で
、
そ
の
す
ば
ら
し
い
演
奏
に
よ
っ
て
、
奏
で
た
箏
に
「
三
保
風
」
と
い
う
名

前
を
賜
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
の
原
典
は
見
い
だ
せ
て
い
な
い
。

し
か
し
大
阪
市
立
美
術
館
が
収
蔵
す
る
箏
「
三
穂
風
」
の
内
部
に
あ
る
墨
書
か

ら
そ
の
箏
を
寛
永
十
八
年
に
禁
裏
内
蔵
寮
で
作
ら
れ
、
山
名
義
照
即
ち
山
名
矩

豊
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
と
解
せ
ば
、
即
ち
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
記
載
さ

れ
る
山
名
矩
豊
が
村
岡
に
下
る
途
中
、
禁
裏
で
寛
永
十
九
年
に
奏
し
た
箏
「
三

保
風
」
そ
の
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
寛
永
十
九
年
に
お
け
る
天
皇
は

明
正
天
皇
で
あ
る
が
、
実
質
的
に
は
後
水
院
に
よ
る
院
政
が
行
わ
れ
て
お
り
、

後
水
尾
上
皇
の
前
で
箏
を
奏
で
た
の
で
あ
れ
ば
由
緒
書
と
も
一
致
す
る
。

（
二
）「
三
穂
風
」
と
い
う
銘

　

箏
の
外
箱
の
銘
は
「
三
穂
風
」
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』

に
は
「
三
保
風
」
と
あ
る
。「
穂
」
と
「
保
」
の
文
字
が
一
文
字
異
な
っ
て
い
る
。

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
の
記
事
に
あ
る
箏
の
銘
に
は
「
松
風
」
を
は
じ
め
、「
風
」

の
文
字
を
つ
け
る
も
の
が
多
い
と
い
わ
れ
る
。「
三
保
風
」
の
銘
は
外
箱
の
蓋

裏
の
図
か
ら
、
羽
衣
伝
説
に
由
来
す
る
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
す
れ
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ば
三
保
の
松
原
に
あ
る
御
穂
神
社
が
想
起
さ
れ
る
。一
方
箏
の
内
部
に
あ
る「
三

穂
風
」
か
ら
は
歌
舞
音
曲
の
神
で
あ
る
三
穂
津
姫
命
を
祀
る
島
根
県
の
美
穂
神

社
が
想
起
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
音
曲
の
神
で
あ
る
三
穂
津
命
、
三
穂
津
姫
命
に

関
わ
る
神
社
と
し
て
近
世
に
は
知
ら
れ
て
お
り
、
同
じ
音
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
三
穂
」
を
「
三
保
」
に
は
大
差
が
な
い
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

（
三
）
内
蔵
寮
徳
岡
讃
岐
守

　

次
に
箏
の
墨
書
の
作
者
銘
に
つ
い
て
見
て
み
る
。「
禁
中
御
使
人
内
蔵
寮
徳

岡
讃
岐
守
作
」
ま
で
は
読
め
る
が
、
続
い
て
書
か
れ
て
い
る
名
前
を
表
す
部
分

「
□
□
（
花
押
）」
に
つ
い
て
は
カ
メ
ラ
の
角
度
で
判
読
で
き
な
か
っ
た
。
内
蔵

寮
は
律
令
制
度
を
起
源
と
す
る
宮
廷
の
機
関
で
皇
室
の
財
産
を
管
理
し
、
律
令

制
下
に
お
い
て
は
装
飾
品
な
ど
を
製
造
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。『
地
下
家
伝
』

に
よ
れ
ば
、
内
蔵
寮
兼
酒
司
徳
岡
は
姓
大
江
と
記
載
が
あ
り
、
大
江
重
勝
が
寛

永
五
年
正
月
二
十
八
日
正
六
位
下
造
酒
佑
に
叙
任
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
厳
密

に
い
え
ば
徳
岡
重
勝
は
造
酒
佑
で
あ
り
、
讃
岐
守
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
そ
の
父

で
、
元
和
元
年
に
歿
し
た
徳
岡
重
吉
に
な
る
。
し
か
し
禁
裏
内
蔵
寮
徳
岡
家
は

存
在
し
て
お
り
、
箏
の
調
整
に
あ
た
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
徳
岡
讃
岐
守
と

箏
の
制
作
に
つ
い
て
の
詳
細
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
寛
永
十
六
年
徳
岡
讃
岐
守

作
銘
の
あ
る
蒔
絵
の
飾
り
箏
が
彦
根
城
博
物
館
（
箏
26
）
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る

た
め
、
今
後
比
較
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る（

２
）。

三
、「
三
穂
御
琴
之
由
緒
」
と
墨
書
の
整
合
性
に
つ
い
て

　

以
上
の
よ
う
に
、
箏
の
内
部
に
あ
る
墨
書
を
か
ら
は
、
箏
が
寛
永
十
八
年
十

一
月
に
、
宮
廷
の
内
蔵
寮
徳
岡
讃
岐
守
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
、

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
の
記
事
を
合
わ
せ
る
と
、
制
作
さ
れ
た
翌
年
、
旗
本
山

名
矩
豊
が
、
村
岡
に
下
向
す
る
途
中
宮
中
に
て
奏
で
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
箏
の
外
箱
に
銀
で
大
き
く
記
さ
れ
た
「
三
穂
風
」
の
銘
は
『
寛
政
重
修
諸

家
譜
』
に
記
さ
れ
る
御
製
と
と
も
に
賜
っ
た
「
三
保
風
」
の
銘
の
話
と
関
連
づ

け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
箏
の
由
緒
書
き
に
あ
る「
三
穂
風
」

と
い
う
銘
を
勅
筆
に
よ
っ
て
銀
で
蒔
絵
箱
に
表
し
た
こ
と
と
も
一
致
す
る
。

　

由
緒
書
き
に
あ
る
が
、
墨
書
に
な
い
記
述
は
、
飾
金
具
の
作
者
と
し
て
後
藤

彦
右
衛
門
、
外
箱
の
制
作
者
と
し
て
蒔
絵
師
大
柄
甚
助
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
点

で
あ
る
。
金
具
と
蒔
絵
箱
に
は
作
者
を
表
す
銘
は
な
い
。
ま
た
管
見
の
限
り
、

後
藤
彦
右
衛
門
と
大
柄
甚
助
の
名
に
接
し
た
こ
と
は
な
い
。

　

ま
た
箏
を
東
福
門
院
の
死
後
手
に
い
れ
た
と
書
か
れ
る
松
平
日
向
守
は
、
明

石
、
郡
山
、
下
総
古
河
藩
主
を
つ
と
め
た
松
平
信
之
（
一
六
三
一
〜
八
六
）
を

指
す
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
松
平
信
之
と
山
名
矩
豊
の
関
係
に
つ

い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
箏
の
由
緒
書
は
内
部
の
墨
書

が
確
認
で
き
な
い
状
況
で
、
後
日
記
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る（

３
）。

四
、
箏
の
木
画
と
箏
箱
蒔
絵
に
つ
い
て

　

箏
に
施
さ
れ
る
木
画
は
大
変
に
精
緻
で
あ
る
【
図
８
│
１
、
２
】。
木
画
の

技
法
は
奈
良
時
代
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
遺
品
に
は
殆
ど
み
ら
れ

ず
、
わ
ず
か
に
箏
の
装
飾
に
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
技
法
の

変
遷
に
つ
い
て
の
研
究
は
進
ん
で
お
ら
ず
今
後
詳
細
な
検
討
が
必
要
で
あ
る（

４
）。

　

箏
の
外
箱
の
蒔
絵
に
つ
い
て
は
、
寛
永
期
の
金
銀
蒔
絵
の
作
例
と
し
て
は
寛

永
十
六
年
に
尾
張
徳
川
家
二
代
光
友
に
嫁
い
だ
徳
川
三
代
将
軍
家
光
の
娘
千
代

姫
の
婚
礼
調
度
の
ほ
か
何
例
か
が
知
ら
れ
て
い
る
。
箏
の
蒔
絵
粉
の
拡
大
写
真

を
見
る
と
【
図
９
│
１
、
２
】、
蓋
表
の
梨
子
地
は
濃
淡
に
蒔
き
わ
け
、
料
紙

装
飾
の
手
法
を
模
し
て
切
金
な
ど
が
蒔
か
れ
た
大
変
豪
華
な
も
の
で
あ
る
。
ま
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た
文
様
粉
も
江
戸
中
期
以
降
の
作
例
に
比
較
す
る
と
粒
が
大
き
め
で
あ
る
な

ど
、
江
戸
前
期
の
特
色
を
示
し
て
い
る
。
箏
の
制
作
が
寛
永
十
八
年
で
あ
り
、

寛
永
十
九
年
に
銘
を
下
賜
さ
れ
た
と
し
て
、
い
っ
た
い
ど
の
時
点
で
箱
が
作
ら

れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
蒔
絵
技
法
や
蒔
絵
粉
に
関
す
る
詳
細
な
比
較
検
討
が
必

要
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
寛
永
十
九
年
に
極
め
て
近
い
時
期
に
作
ら
れ
た
と
考

え
た
い
。

お
わ
り
に

　

大
阪
市
立
美
術
館
が
収
蔵
す
る
木
画
箏
「
三
穂
風
」
は
、
精
緻
な
象
嵌
に
よ

っ
て
装
飾
さ
れ
て
お
り
、
豪
華
な
銘
を
厚
い
銀
の
板
で
銘
を
表
す
豪
華
な
蒔
絵

の
箱
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
由
緒
書
が
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
東
福

門
院
の
在
世
中
に
京
都
で
作
ら
れ
、
後
水
尾
院
に
よ
っ
て
三
穂
風
と
名
付
け
ら

れ
、
後
に
松
平
日
向
守
の
手
に
帰
し
た
と
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
箏
の

内
部
に
記
さ
れ
た
銘
に
よ
る
と
、
箏
は
徳
岡
讃
岐
守
に
よ
っ
て
寛
永
十
八
年
霜

月
に
制
作
さ
れ
、
山
名
義
照
に
関
わ
る
も
の
と
わ
か
る
。
江
戸
時
代
後
期
に
編

纂
さ
れ
た
『
寛
政
重
修
』
山
名
義
照
即
ち
山
名
矩
豊
の
項
に
、
こ
の
箏
を
指
す

と
見
ら
れ
る
既
述
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
墨
書
に
よ
る
箏
の
制
作
年
の

翌
年
に
山
名
矩
豊
が
、
宮
中
で
箏
を
奏
で
そ
の
効
に
よ
り
銘
を
賜
る
と
い
う
こ

と
が
記
さ
れ
る
。

　

箏
の
箱
に
あ
る
「
三
穂
風
」
の
銘
は
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
記
さ
れ
る
『
三

保
風
』
と
は
一
文
字
異
な
る
。
し
か
し
い
ず
れ
も
音
曲
の
神
で
あ
る
三
穂
津
命

あ
る
い
は
三
穂
津
姫
命
に
よ
る
銘
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
異
同
に
は
問
題
が
な
い

と
考
え
る
。
由
緒
書
に
記
さ
れ
る
箏
の
来
歴
は
、
箏
の
銘
文
が
確
認
で
き
な
い

状
況
で
書
か
れ
た
た
め
、
見
え
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
事
実
と
異
な
る
こ
と
も

書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
銘
文
な
ど
か
ら
は
こ
の
箏
が
寛
永
十
八
年
に
京
都

の
禁
裏
内
藏
寮
、
徳
岡
讃
岐
守
の
周
辺
に
お
い
て
作
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

今
後
は
箏
の
形
式
、
木
画
、
金
工
、
蒔
絵
箱
な
ど
に
つ
い
て
の
詳
細
な
検
討

を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

註１　

桐
と
七
枚
根
笹
は
山
名
家
の
家
紋
で
あ
る
。

２　

宮
崎
ま
ゆ
み
著
『
箏
と
箏
曲
を
知
る
事
典
』
平
成
27
年
刊
の
記
述
を
参
考
に
し
た
。

３　

こ
の
箏
が
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
外
側
の
塗
り
箱
に
は
、
岡
山
池
田
家
の
蔵
品
で
あ
る

旨
の
札
が
貼
ら
れ
て
お
り
、
大
正
八
年
に
東
京
美
術
倶
楽
部
で
開
催
さ
れ
た
「
池
田

侯
爵
家
売
立
目
録
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
山
名
家
か
ら
出
た
後
、
由
緒

書
が
付
け
ら
れ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

４　

図
８
に
木
画
の
部
分
を
掲
載
し
た
。
一
見
す
る
と
七
宝
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
象
牙

に
着
色
し
た
も
の
が
象
嵌
さ
れ
て
い
る
。


